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01 はじめに
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01 はじめに

強度行動障害と教育

強度行動障害のある子供（略）など、手厚い指導
や支援を必要とする者に対する障害の状態等を踏
まえた指導体制の在り方について、検討を進める
必要がある。その際、教職員が必要な指導を行え
るよう、研修の機会の充実などに努めることも重要
である。

「新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議 報告」
令和3年1月文科省
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０１ はじめに 強度行動障害と教育 つづき

強度行動障害と判定される児童生徒の支援については、
障害の特性に応じた専門性や経験が必要であることも
踏まえ、強度行動障害のある児童生徒に対して適切に対
応することができるよう、教育と福祉が連携して、（略）
強度行動障害者養成研修等の専門的な研修を、特別支
援学校の教師等が障害福祉サービス事業所職員ととも
に受講する機会を設けたりすることが期待される。

「新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議 報告」
令和3年1月文科省
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強度行動障害を有する者の地域支援体制に関する検討会報告書（令和5年3月厚労省）
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強度行動障害を有する者の地域支援体制に関する検討会報告書（令和5年3月厚労省）

５．こども期からの予防的支援・教育との連携
●幼児期からの個々のこどもの特性と家族の状況に応じた適切な関わりが、将来の強度

行動障害の状態の予防につながると考えられる。幼児期からこどもの強度行動障害のリ

スクを把握し、家族を含めてライフステージを通して地域生活を支えていく体制づくりが

必要。

●幼児期・学童期・思春期の支援にあたっては、福祉と教育が知的障害と発達障害の特

性に応じて一貫した支援を連携して行い、障害特性のアセスメントや環境の調整に取り

組むなど、行動上の課題を誘発させない支援を提供していくことが必要。

●在宅の強度行動障害を有する児を支援するため、専門性を有する人材が、家庭や事業

所、学校、医療機関等を訪問して調整を行ったり、複数の事業者の定期的な連携会議に

参加して情報共有する等、ライフステージや関係機関の支援を隙間がないような形でつ

ないでいく取組を進めることも重要。
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強度行動障害のある児童・生徒への効果的な指導の在り方検討委員会報告書
令和６年２月 東京都教育委員会

強度行動障害のある児童・
生徒への効果的な指導の
在り方｜東京都教育委員
会ホームページ 

(tokyo.lg.jp)

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/document/special_needs_education/challenging_behaver.html
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/document/special_needs_education/challenging_behaver.html
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/document/special_needs_education/challenging_behaver.html
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/document/special_needs_education/challenging_behaver.html
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強度行動障害を有する児童生徒への
支援の充実について（周知）

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課

文部科学省

https://www.mext.go.jp/content/20240708-mext-tokubetu01-
100002896_01.pdf

01 はじめに

国立リハビリテーションセンターhttps://www.rehab.go.jp/ddis/world/japan/policy/

国立リハビリテーションセンター
https://www.rehab.go.jp/ddis/world/japan/policy/

https://www.mext.go.jp/content/20240708-mext-tokubetu01-100002896_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20240708-mext-tokubetu01-100002896_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20240708-mext-tokubetu01-100002896_01.pdf
https://www.rehab.go.jp/ddis/world/japan/policy/
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• 強度行動障害の状態の誘発や悪化を防ぐ上では、福
祉と教育が障害特性に応じて共通の理解に基づき連
携して一貫した支援を行うこと等が重要であること。

• 個別の教育支援計画の作成・活用を通じ、学校と関係
機関等の連携を進める必要があること。

• 令和５年４月より、都道府県が実施する強度行動障害
支援者養成研修の受講対象者に、特別支援学校教員
等が含まれていること。
「強度行動障害を有する児童生徒への支援の充実について（周知）」 令和６年７月５日 文部科学省

01 はじめに
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02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状
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マップAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

茨城県教育委員会
「みんなとともに―茨城県の特別支援教育―」より

https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/wp-content/uploads/2025/08/minnatotomoni.pdf
https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/gakko/tokubetsu-shien/kobetsu-keikaku/
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02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状

特別支援学校（知的障害）に在籍する自閉
症のある幼児児童生徒の実態（在籍状況や
障害の程度）を把握し、自閉症に特化、対応
した取組状況とその成果及び課題を明らか
にする

平成２８年-２９年度基幹研究（障害種別）

〔対象〕 特別支援学校（知的障害）610校 各学部指導
主事

〔項目〕 各学部の総在籍数と自閉症のある子供の在籍
数、自閉症教育の取組状況（学習環境、指導内
容等）、自閉症に対応した取組の成果と課題 等
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02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状

〔結果及び考察〕 各学部の自閉症のある子供の在籍率
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02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状

〔結果及び考察〕 自閉症教育の取組状況
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02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状

自閉症のある子どもの学ぶことの難しさの本質

出典：自閉症教育実践マスターブック 国立特別支援教育総合研究所

曖昧な状況から
意味を理解する
困難さ

意図、感情（他
者・自分）の理
解や共有の困難
さ

注意の調整と他
者との協同の困
難さ

環境の調整
・場の構造化
・スケジュール
・活動の見通し など

関係性の構築・コミュニケーション能力の育成
・一対一の関係性の構築（共同注意の理解）
・情動の共有
・コミュニケーション手段の獲得・拡大 など
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02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状

□１ コミュニケーションスキルの獲得

〇対象児：特別支援学校小学部３年
〇課題：困った時に「あー」と声を出したり、地団駄を踏んだりする

きっかけ

何をするか
わからない

問題となる行動

①声を出す
②地団駄を踏む

代わりの行動

「教えて」
と伝える

行動の結果

相手が気づき
説明を受ける

行動の結果

相手が気づき
説明を受ける

きっかけ

自分のやるこ
とがわかる

自立活動

指導・支援
合理的配慮
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02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状

行動上の問題に相当するメッセージ ※石本氏作成

【注目の獲得】
「私がしていることを見て」
「私と遊んで」
「私も仲間に入りたい」
「一緒にやろう」 など

【事物（要求）の獲得】
「外で遊びたい」
「音楽をもっと聴きたい」
「あの子が持っている物がほしい」
「お腹がすいた」 など

【嫌なことからの逃避】
「これはとっても難しい」
「援助がほしい」
「これはやりたくない」
「気分が良くない」
「休憩がほしい」
「飽きた」
「一人にしてほしい」 など

【感覚刺激の獲得】
「これをやるのが好き」
「これをやると気持ちがいい」

など
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02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状

問題となる行動の理由と考えられる例

問題となる行動の理由 相当することば

注目の獲得 周囲や人の注目やかかわりを得
る

・「みてみて」
・「先生」

嫌悪事態からの逃避 嫌な状況やなくなる、避けることが
できる

・「いや」
・「しない」
・「わかりません」

物や活動の獲得 ほしいものやしたいことを得ること
ができる

・「ほしい」
・「やりたい」

感覚や刺激の獲得 その行動がもたらす感覚や刺激を
楽しむ

・「気持ちがいい」

平澤・藤原（１９９７）第13章「問題行動を減らすための機能的高みゅにケーション訓練」 応用行動分析学入門（学苑社）
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個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害
による学習上又は生活上の困難を主体的に
改善・克服するために必要な知識、技能、態
度及び習慣を養い、もって心身の調和的発
達の基盤を培う。

自立活動の目標 内容：６区分２７項目

02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状
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埼玉県特別支援教育教育課程編成要領（１）特別支援学校編

02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状
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自立活動の６つの区分と２７項目

1. 健康の保持
① 生活のリズムや生活習慣の形成
② 病気の状態の理解と生活管理
③ 身体各部の状態の理解と養護
④ 障害の特性の理解と生活環境の調整
⑤ 健康状態の維持・改善

2. 心理的な安定
① 情緒の安定
② 状況の理解と変化への対応
③ 障害による学習上又は生活上の困難
を改善・克服する意欲

3. 人間関係の形成
① 他者とのかかわりの基礎
② 他者の意図や感情の理解
③ 自己の理解と行動の調整
④ 集団への参加の基礎

文部科学省「特別支援学校学習指導要
領 自立活動編」より作成

4. 環境の把握
① 保有する感覚の活用
② 感覚や認知の特性について理解と対応
③ 感覚の補助及び代行手段の活用
④ 感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把
握と状況に応じた行動

⑤ 認知や行動の手がかりとなる概念の形成
5. 身体の動き
① 姿勢と運動・動作の基本的技能
② 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用
③ 日常生活に必要な基本動作
④ 身体の移動能力
⑤ 作業に必要な動作と円滑な遂行

6. コミュニケーション
① コミュニケーションの基礎的能力
② 言語の受容と表出
③ 言語の形成と活用
④ コミュニケーション手段の選択と活用
⑤ 状況に応じたコミュニケーション
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児童生徒が抱える様々な困難さに対して、
自立活動の指導を行うことで、凸凹を整え
ていき、教科学習等がスムーズ行えるように
する

埼玉県特別支援教育教育課程編成要領（１）特別支援学校編

02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状
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◎ポイントの整理

□ 自立活動は、得意・不得意を把握して、「自分らしく生きる」「よりよく生
きる」に近づくように、向かっていけるように。

□ 弱い部分や苦手な事ばかりに目を向けずに強い部分や得意な事に目
を向ける。

□ 子どもの得意・不得意は、一人一人異なり、抱える困難さやつまづきも
多様である。

□ だから、自立活動の指導は、異なる子どもの実態を把握することが必要
である。

□ 実態把握に基づき、指導目標や指導内容を考えること＝オーダーメイド
の指導を実施することが自立活動である。

□ 子どもの気持ちや考えも大切で、動機付けにつながる。

02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状
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02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状

0

1

2

3

4

5

6

感覚 注目 物・活動 逃避
MASによる機能アセスメント（生徒Ｙ）

平
均
得
点

問題行動に対する教育的支援
問題行動のアセスメント

質問紙：ＭＡＳ
Motivation Assessment Scale

動機づけ評定尺度

（Durand, & Carr,1990版） №動機づけ評定尺度

児童・生徒の名前 記入者： 記入年月日 年 月 日

問題とされる行動を具体的に書いてください。

その行動について、以下の質問を読んで当てはまる番号に○をつけてください。

まったくしない・・・・・・・・０ することが多い・・・・・・・・４
ほとんどしない・・・・・・・・１ ほとんどする・・・・・・・・・５
しないことが多い・・・・・・・２ 必ずする・・・・・・・・・・・６
しない場合とする場合が半々・・３

１．その児童・生徒はない時間掘っておかれるとその鼓動を繰り返しますか？
０・１・２・３・４・５・６

２．その児童・生徒は難しいことをするように求められるとその行動をしますか？
０・１・２・３・４・５・６

３．その児童・生徒はあなたがその子のいる教室で他の子供や大人に関わっていると
その行動をしますか？

０・１・２・３・４・５・６
４．その児童・生徒は「だめ」と言われている食べ物・おもちゃ・教材を得るためや

「○○してはだめ」と言われている活動をするためにその行動をしますか？
０・１・２・３・４・５・６

５．その児童・生徒は周りに誰もない時にその行動を繰り返し同じやり方で長時間し
ますか？

６．その児童・生徒はあなたが何かするように求めるとその行動をしますか？
０・１・２・３・４・５・６

７．その児童・生徒はあなたが注目するのをやめるとその行動をしますか？
０・１・２・３・４・５・６

８．その児童・生徒は好きな食べ物・おもちゃ・教材・活動を取り上げられるとその
行動をしますか？

０・１・２・３・４・５・６
９．その児童生徒はその行動をすることを楽しんでいるようですか？

０・１・２・３・４・５・６
10．その児童・生徒はあたなが何かさせようとするとあたなを慌てさせたり、困らせ

たりするためにその行動をしているようですか？
０・１・２・３・４・５・６

11．その児童生徒はあなたが注目していないとあたなを慌てさせたり、困らせたりす
るためにその行動をしているようですか？

０・１・２・３・４・５・６
12．その児童・生徒は欲しがっていたおもちゃ・食べ物・教材が与えられたり、やり

たがっていた活動を許されるとまもなく後にその行動をすなくなりますか？
０・１・２・３・４・５・６

13．その児童・生徒はその行動をしていると周りで起こっていることに気づかずおと
なしくしていますか？

０・１・２・３・４・５・６
14．その児童・生徒はあなたがその子に何かを促したり要求したりするのを止めると

間もなく（１～５分）でその行動をしなくなりますか？
０・１・２・３・４・５・６

15．その児童・生徒はあなたが一緒にいるためにその行動をしているようですか？
０・１・２・３・４・５・６

16．その児童・生徒はやりたいことを「しちゃだめ」と言われた時にその行動をする
ようですか？

０・１・２・３・４・５・６
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02 知的障害特別支援学校における自閉症教育の現状

〔結果及び考察〕 自閉症に対応した取組の成果
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03 知的障害特別支援学校における自閉症教育の課題
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03 知的障害特別支援学校における自閉症教育の課題

〔結果及び考察〕 自閉症に対応した取組の課題
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03 知的障害特別支援学校における自閉症教育の課題

特別支援学校における自閉症教育の課題

学校教育目標を踏まえた
各教育活動への取組

個別の対応を必要とする児童
生徒への指導・支援

・集団中心の教育活動
・各教科等の目標に向けた指導
と評価等

・個別の対応
・障害の特性に応じた指導・支援
・限られた教員の参画
・保護者や関係機関との連携等

（例）特別支援学校小学部の教育課程
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〇対象児：特別支援学級５年
〇課題：「行かない」と言い、その場から動かない。交流学級の授業へ参加する

ことができない（遅れて参加する）

きっかけ

交流学級で
の授業前

問題となる行動

①「行かない」と言う
②その場から動かない

代わりの行動

①「行きたくない」と
伝える
②課題を取り組む

行動の結果

交流学級の授業に
参加しない（遅れる）

行動の結果

支援学級で課題に
取り組む

□授業が実態に合って
いるか？

□活動内容が伝わって
いるか？

03 知的障害特別支援学校における自閉症教育の課題
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◎集団中心の教育活動

□ 行動問題への指導・支援が行動レパートリーを増やす等、生活の広がりが
生まれるという視点（ポジティブな発想に基づくかどうか）

□ そもそも「授業のねらい」（＝指導目標）は、何か
我慢することなのか、みんなと一緒にいることなのか

□ 「その場にいること」が目的になっていないか、という視点
□ 活動への参加は、本人の実態に合っているから実現するという視点
□ 適切な支援（環境整備〔構造化〕、支援の方法等）が行われているか、とい
視点

□ 集団指導に個々の児童生徒の目標、指導内容が反映されているか、という
視点

03 知的障害特別支援学校における自閉症教育の課題
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03 知的障害特別支援学校における自閉症教育の課題

〔結果及び考察〕 自閉症のある子供への指導内容の課題
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03 知的障害特別支援学校における自閉症教育の課題

教員が抱える行動問題に対する指導・支援の悩み
※自由記述により一部抜粋〔指導・支援の概要〕

・好きなものの提示、関心の高い活動
・パーソナルスペースでのクールダウン
・課題分析後のスモールステップでの指導
・コミュニケーション指導（写真・絵カード、書いて伝える、言葉で伝える）
・構造化、環境調整
・スケジュール理解（見通し、交渉） など

実態把握にあった
指導・支援ができ
ているか不安

行動問題が改善
しているかあまり
実感がない

組織としての対応
が難しい

医療や福祉機関
などからの意見を
聞きたい

知的障害を伴う自閉症児の行動問題に対する指導・支援の取組状況に関する調査（真部,2022）
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03 知的障害特別支援学校における自閉症教育の課題

強度行動障
害の児童生
徒等に関する
実態把握の
結果について
（令和7年6月20
日,文部科学省）

別添１アンケ
ート調査結果
（概要）
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強度行動障害の児童生徒等に関する実態把握の結果について
（令和7年6月20日,文部科学省）
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強度行動障害の児童生徒等に関する実態把握の結果について
（令和7年6月20日,文部科学省）
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強度行動障害の児童生徒等に関する実態把握の結果について
（令和7年6月20日,文部科学省）
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強度行動障害の児童生徒等に関する実態把握の結果について
（令和7年6月20日,文部科学省）
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強度行動障害の児童生徒等に関する実態把握の結果について
（令和7年6月20日,文部科学省）
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強度行動障害の児童生徒等に関する実態把握の結果について
（令和7年6月20日,文部科学省）
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04 関係機関との連携
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04 関係機関との連携

関係機関の連携強化による切れ目ない支援の充実

特別な支援が必要な子供に対して、幼児教育段階からの
一貫した支援を充実する観点からも保健・医療・福祉・教
育部局と家庭との一層の連携や、保護者も含めた情報共
有や保護者支援のための具体的な連携体制の整備が求
められる。

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を
引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）

令和3年1月２６日中央審議会
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校長は、特別支援学校に在学する児童等について個別の教育支援計画（学校と医療、保
健、福祉、労働等に関する業務を行う関係機関及び民間団体・・・との連携のもとに行う当
該児童等に対する長期的な支援に関する計画をいう。）を作成しなければならない。
（学校教育法施行規則 第百三十四条の二）

個別の教育支援計画

「個別の教育支援計画の参考様式について」令和3年6月30日 文部科学省

家庭、地域及び医療、福祉、保健、労働等の業務を行う関係機関との
連携を図り、乳幼児期から学校卒業後までを見通した長期的な視点
での児童生徒への教育的支援を行うための計画

□ 就学前から就学時、そして進学先まで、切れ目ない教育支援に生かす
□ 個別の教育支援計画には、多くの関係者が関与することから、保護者の同意を事前
に得るなど個人情報の適切な取扱いに十分留意する

04 関係機関との連携
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文部科学省・厚生労働省 家庭と教育と福祉の連携

『トライアングル』プロジェクト報告，201804 関係機関との連携
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個別の教育支援計画の参考様式（文部科学省）04 関係機関との連携
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個別の教育支援計画が果たす役割

□校内の教職員をつなぐ

□学校と家庭、医療、保健、福祉、労働とをつなぐ

⇒「よこ」のつながり

□過去と現在と未来とをつなぐ

⇒「たて」のつながり

異なる視点、異なる専門性、異なる時代をつなぐツール

04 関係機関との連携
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個別の教育支援計画は，児童生徒一人一人の望ましい
成長・発達や本人及び保護者の願いの実現に向けて

・教員（学校）と保護者を「つなぐ」
・必要な指導や支援の手だてを「つなぐ」
・本人及び保護者の思いや願いを「つなぐ」
・子供に関わる人と人を「つなぐ」

「これからの個別の教育支援計画」平成26年3月 東京都教育委員会

04 関係機関との連携
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テキストAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。 タイムラインが含まれている画像 AIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/wp-content/uploads/2023/04/h27shienkeikaku.pdf
https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/wp-content/uploads/2023/04/h27shienkeikaku.pdf
https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/gakko/tokubetsu-shien/kobetsu-keikaku/
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テキストAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。 テキストAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/wp-content/uploads/2023/04/kobetubook.pdf
https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/wp-content/uploads/2023/04/kobetubook.pdf
https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/gakko/tokubetsu-shien/kobetsu-keikaku/
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05 まとめ
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05 まとめ

関係機関との連携のポイント

教育・福祉連携に関する聞き取り調査 参考
（国立障害者リハビリテーションセンター,国立特別支援教育総合研究所）

□連携のシステム化
情報共有の機会の設定、情報共有の方法を明確にする

□キーパーソンの存在
連携を行う窓口を明確にする ※特別支援教育コーディネーター、SSW

□役割の確認
各機関の役割を知り、それぞれの支援について共通理解する

□継続的な連携
問題が起こった時の連携ではなく、普段からの連携を心がける

※石本氏による加筆
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0５ まとめ 連携における課題

□対象：「困っているのは、誰か」
□目的：「誰のための連携なのか」、「誰の問題を解決したいのか」を考える
□結果：「どんな姿になると良いのか」 スタート（目的）とゴールの共有

多機関連携について、改めて考える

多職種連携において重要な視点

① 個々（人材、機関）の専門性・役割を理解する
「どこ」「誰」「何を（支援やサービス）」「どんな（支援やサービスの具体）」

② お互いの専門性に対して、リスペクトする
③ お互いの守備範囲・役割・責任を明確化する
④ 共通言語を持つ

責任転嫁・丸投げ・過大評価は禁物
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0５ まとめ

現行学習指導要領で重視する学びの視点

「主体的な学び」の視点
（中略）自分自身の生き方について考え、多様な考え方を持つ他者を相互
に認め合い広い心で異なる意見や立場を尊重し、共によりよく生きようとい
う意欲などを高めるようにすることも重要である。

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について（答申）」（平成28年12月21日）中央教育審議会より

「対話的な学び」の視点
（中略）子供同士の協議、教員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛
かりに考えたり、自分と異なる意見と向かい合い議論すること等を通じ、自
分自身の道徳的価値を深めたり広げたりすることが求められる。
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0５ まとめ

現行学習指導要領で重視する学びの視点

複数の人がいる集団では、意見の相違や価値観の違いがあって
当然である。そのため、集団における合意形成や意思決定では、同
調圧力に流されることなく、批判的思考力をもち、他者の意見も受
け入れつつ自分の考えも主張できるようにすることが大切である。

小学校学習指導要領解説特別活動編 平成29年６月 文部科学省

人の考えや意見は多様であり、それが豊かな社会を作る原動力
にもなる。そのためには、多様さを相互に認め合い理解しながら高
め合う関係を築くことが不可欠である。

小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編 平成29年６月 文部科学省
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0５ まとめ

□個々の「違い」を受け入れる
□個々を生かす指導・支援－長所や強みを生かす
□お互いを認め合うスタンス

教師（学校）に求められていること

無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）

◼自分自身の持つ無意識の偏見に気づく
◼意識して適切な行動を取る
◼瞬間的に事実やデータに基づかず、人や集団を判断する
◼意思決定に歪みを与え、人や集団を判断しがちにある
◼誰もがバイアスをもっている
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